
（款）１０．教育費　　　 （項）４．社会教育費　 （目）１．社会教育総務費　

１．社会教育管理費

二十歳を迎え大人として自立する意識をもつことを目的として、式典を
開催し祝福する。

２．二十歳の集い記 期　日：令和6年1月7日（日）
会　場：境港市民交流センター
対象者：平成15年4月2日～平成16年4月1日に生まれた方

（平成30年度中学校卒業者）
参加者：235人（対象者344人）
実行委員：6人（各中学校校区から2人ずつ）

３．親子読み聞かせ
　　教室運営補助金

実施回数： 91回（令和5年12月末現在）※年間120回実施予定
上 限 額： 516,000円

４．青少年育成境港
　　市民会議補助金

５．青少年育成
　　センター管理費

令和５年度社会教育関係事業概要について

事    業    名 説                                                      明

　生涯学習課内に社会教育指導員を配置し、また社会教育関係機関及び学
識経験者等からなる社会教育委員会で幅広く意見を求め、本市の社会教育
の充実を図る。

　　念事業

　市内の読み聞かせ団体で構成する読み聞かせ団体連絡協議会が
「境港市民図書館・子育て支援センターひまわり」で開催する読
み聞かせ教室の経費を補助する。

　学校教育及び社会教育関係者等で構成される青少年育成境港市民会議の
活動を補助し、健全な青少年の育成を推進する。
 《青少年育成境港市民会議主な主催事業》
　　・青少年意見発表会
　　　　期　日：令和５年11月17日（金）
　　　　内　容：市内３中学校より選出された8名の生徒が発表
　　　　会　場：保健相談センター講堂
　　　　参加者：８１人
　　・青少年育成講演会
　　　　期　日：令和６年２月20日（火）
　　　　講　師：瀬尾　徹治　氏（鳥取県立大山青年の家　所長）
　　　　演　題：「自然体験と青少年育成」
　　　　会　場：保健相談センター講堂
　　　　参加者：２３人

　青少年育成センターに職員３名を置き、青少年問題に関する機関・団体
等との連絡を図り、巡回環境浄化や広報等で青少年の非行防止と健全育成
の指導を総合的に行う。
　　　・市内巡回、学校訪問、小中生徒指導連絡会、青少年相談
　　　・みなと祭り7/23、夏季8/4,18冬季パトロール12/25
　　　・センターだより「はまっこ」発行など



６．地域学校協働
　　推進事業

７．次世代鑑賞者育

　　成事業補助金

８．境港市文化協会

　　補助事業

９．文化振興事業

10．文化財保護事業

　文化財保護審議会を開催して文化財の保存・活用に向けた協議を行うほ
か、文化財を市民に知ってもらうため、文化財巡りを実施する。
　　　・文化財めぐり
　　　　期　日：令和5年12月2日（土）
　　　　内　容：「境港発掘展」の見学及び講話
　　　　講　師：下高瑞哉氏（米子市埋蔵文化財センター館長）
　　　　参加者：19人

  市民の文化活動振興を目的として、境港市ピアノコンクールやサロンコ
ンサートの開催、シンフォニー少年少女合唱団の運営等、各種文化事業を
実施する。
　　　・境港市ピアノコンクール
　　　　　期　日：令和5年7月15日（土）
　　　　　会　場：境港市民交流センター
　　　　　対象者：境港市内在住の小学生、鳥取・島根県在住の中・高校生
　　　　　参加者：95人
　　　・サロンコンサート（境港市文化振興財団に委託）
　　　　　期　日：令和5年4月～令和5年12月
　　　　　会　場：境港市文化ホール
　　　　　開催回数：9回
　　　・シンフォニー少年少女合唱団育成事業
　　　　　団　　員：15人（年長～中学3年生）
　　　　　活動内容：合唱練習（週１回）、定期演奏会、
　　　　　　　　　　地域のイベント等への出演

　未就学児を対象とした作品鑑賞、創造体験や公演鑑賞の機会を提供する
団体の活動（アートスタート）を支援する。
　　　実施団体：境港親と子どもの劇場
　　　期　日：令和5年12月2日（土）
　　　会　場：境港市文化ホール
　　　出演者：左手のピアニスト・智内威雄
　　　参加者：23人

　境港市文化協会加盟団体が実施する自主事業、加盟団体が合同で実施す
る「境港文化のつどい」を補助し、市民の文化活動を振興する。
　　　・自主事業（補助）
　　　　上限額：20,000円（1団体あたり）
　　　・境港文化のつどい（補助）
　　　　期　日：令和5年11月11日（土）・12日（日）（展示部門）
　　　　　　　　令和5年11月12日（日）（ステージ部門）
　　　　会　場：境港市民交流センター
　　　　出演・出品者数：229名
　　　　来場者数：1681名

　中学校区にコミュニティ・スクール（学校運営協議会）を導入し、地域
とともにある学校づくりを進める。また、地域学校協働本部を立ち上げ、
地域住民及び関係諸団体などが学校と連携・協働し地域づくりに貢献する
ことを目指す。
　　・「第7回地域学校協働推進フォーラムin境港」
　　　期　日：令和５年12月９日（土）
　　　会　場：みなとテラス市民ホール
　　　テーマ：「未来を担う子どもを育む　学校・家庭・地域の力」
　　　コーディネーター：川口有美子さん（鳥取環境大学　准教授）
　　　内　容：実践発表①上田志保美さん（中浜小学校　教諭）
　　　　　　　「学校と地域がつながり、子どもたちの学びを豊かにする取組」

　　　　　　実践発表②十河淳さん、藤井慶一さん、高梨典子さん
　　　　　　　「中学生が地域活動のパートナーとして、企画・運営する取組」

　　　　　　クロストーク　川口有美子さん×市内の中高生
　　　　　　　「地域の中で活動し、地域の人とつながる喜びを感じる活動をめ
　　　　　　　　ざして」



11. 文化財保存・保
　　護事業補助金

12．市美術展覧会事業

（款）１０．教育費　　　 （項）４．社会教育費　 （目）２．公民館費　

１．公民館管理費

２．公民館事業振興費

３．地区公民館総合
　　文化祭補助金

４．公民館施設整備
　　事業

５．公民館活動研究
　　集会補助金

　市の美術・文化の振興を図るため、絵画、工芸、彫刻、書道、写真の５
部門に市民から美術品を募集し、優れた作品を展示する。

　　　　・第54回市美術展覧会
　　　　　期　日：令和5年7月1日（土）～5日（水）
　　　　　会　場：市民交流センター
　　　　　出品点数：155点
　　　　　（絵画 20点、工芸 47点、彫刻 4点、書道 55点、写真 29点）
　　　　　来場者数：704人

　指定文化財の保存・継承を図るため、指定文化財である庄司家住宅・ト
ンド・弓浜絣の保存・継承へ向けた取り組みを支援する。

（補助内容）
　・庄司家住宅消防用設備保守点検事業
　・弓浜絣保存会による保存・継承事業

　老朽化が進んでいる公民館の修繕工事を実施。
　　渡集会室　ロビーカーテン交換
　　外江公民館、中浜公民館　空調機器修繕
　　上道公民館　ホール・集会室排煙窓、ドアレバー修繕　等

  市民のニーズに即した社会教育を実施するために行う公民館活動にかか
る経費。
　・公民館講座、社会教育講座（306講座　1月分まで）

事    業    名

　公民館職員の人件費及び維持管理。地域住民により構成される公民館運
営審議会委員の開催等。

説                                                      明

　公民館活動・公民館講座等で習得した活動等の発表の機会を提供し、市
民の生涯学習の振興を図るため行う活動研究会の経費を補助する。
　・令和5年度　境港市公民館活動研究集会
　　期日：　令和５年11月19日（日）
　　会場：　みなとテラス　大会議室
　　内容：　講演会「多文化共生社会の実現に向けて」
　　　　　　　　　　～地域における異文化交流～
　　　　　　講師　遠藤　緑　助教授（鳥取短期大学）
　　　　　　実践発表「ベトナムと上道の架け橋に～クァンさんと出会って～」

　　　　　　　発表者　あだちぐみ（上道公民館自主サークル）
　　　　　　　　　　ダム・ゴック・クァン（国際交流員）

　公民館活動の成果の発表・展示を行い、地域住民の交流を図ることを目
的とする。各地区の公民館まつりの経費を補助する。
　　10月14日（土）15日（日）　境公民館
　　10月21日（土）22日（日）　上道公民館、外江公民館、渡公民館
　　10月22日（日）　　　　　　余子公民館、誠道公民館
　　10月29日（日）　　　　　　中浜公民館



　
（款）１０．教育費　　　 （項）４．社会教育費　 （目）３．図書館費　

１．図書館管理費

２．読書活動推進大会
　　開催事業補助金

３．図書館ICシステム
　　整備事業

４．地域で交流し学び
　　あう図書館オープ
　　ニング事業

５．ビジネス支援
　　サービス推進事業

６．図書館雑誌
　　購入事業

７．読書バリアフリー
　　推進事業

８．まちまるごと
　　図書館事業

　読書バリアフリー法の趣旨に添い、全ての人が読書を楽しめる環境づく
りを整備する。
視覚障害者情報総合ネットワーク「サピエ」使用料：40,000円
大活字本購入費：402,710円（令和6年2月15日現在）
バリアフリー図書購入費：97,240円（令和6年2月15日現在）

　読書活動推進大会を開催するための経費を補助する。
　日時：令和6年1月27日　第19回境港市読書まつり開催
　場所：境港市民交流センター
　参加者：1032人
　上限額：200,000円

　市内で働く人や企業、市役所業務を支援するためビジネスに関する資料
を充実させ情報提供機能を強化する。
ﾋﾞｼﾞﾈｽ情報ｻｰﾋﾞｽ「日経テレコン21」：158,400円
R5年度日本海新聞記事・紙面検索サービス：396,000円
官報情報検索サービス：26,400円

　市民図書館職員の人件費及び維持管理にかかる経費、新書の購入費等経
費。

　これからの図書館の在り方を市民と共有・確認するためのイベントを開
催する。
・リニューアルオープン１周年記念講演（令和5年7月29日実施）
講師：足立　倫行
参加者：90名
・「植田正治の世界」（令和5年10月28日実施）
参加者：15名
講師：植田亨
・「大人の食育講座in境港市民図書館」（令和5年11月12日実施）
講師：濱野　政和
参加者：29名
・トークイベント「共によりよく生きる」（令和5年12月10日実施）
講師：足立博文　岩佐　美幸
参加者：8名
・トークイベント「ひつじと綿と図書館と。」（令和6年1月13日実施）
講師：西山由美子　仲里　心平
参加者：50名

　新型コロナウイルス感染症に備え、図書館のICシステム環境を整備する
ことで、利用者の安全性の確保を目指す。
令和5年度境港市民図書館ICシステム保守: 1,630,200円
令和5年度　図書館ファイアウォール更新業務：1,155,000円
境港市民図書館ICシステム保守（年額その2）：71,500円
境港市民図書館ICシステム保守（年額その1）：171,600円

　図書館の雑誌を充実させることで、市民の生活や仕事に役立つ
情報を充実させる。
111誌の雑誌に対して59誌、19社のスポンサー
雑誌購入費：784,105円　スポンサー収入：447,300円(令和6年2月15日現在)

説                                                      明事    業    名

日常的に図書館へ来館が難しい高齢者、子育て世代の方、障がい者の方へ
より近くへ本を届けるため、図書館分館への本の充実、移動図書館車を配
備する。
令和5年12月15日より運用開始し、福祉施設や公民館などを訪問。
移動図書館車計41回運用。うち17回は出前図書館で活用（令和6年2月15日
現在）
移動図書館車購入：4,893,260円　図書購入費（移動図書館車用)：399,476円



（款）１０．教育費　　　 （項）４．社会教育費　 （目）４．市史編さん費　

１．市史編さん事業

（款）１０．教育費　　　 （項）４．社会教育費　 （目）５．学習等供用施設管理費

１．学習等供用施設
　　等管理費

（款）１０．教育費　　　 （項）４．社会教育費　 （目）６．海とくらしの史料館管理費

１．海とくらしの

　　史料館管理費

（款）１０．教育費　　　 （項）４．社会教育費　 （目）７．文化ホール管理費

１．文化ホール管理費

２．文化ホール改修事業

（款）１０．教育費　　　 （項）４．社会教育費　 （目）８．市民交流センター管理費

１．市民交流センター
　　管理費

事    業    名 説                                                      明

事    業    名

説                                                      明事    業    名

　文化ホールの運営、管理に係る経費。

説                                                      明

　文化ホールのホール天井補強、回廊及び外壁の一部撤去等を含む大規模
改修を行う。（実施設計：令和5年3月31日～令和6年2月22日）
　※工事は令和6年度に実施予定。

　市民交流センターの運営、管理に係る経費。

  市史編さんに関する調査業務等にかかる経費。

説                                                      明

事    業    名

事    業    名 説                                                      明

　海とくらしの史料館の運営、管理に係る経費。

　学習等供用施設３館（なぎさ会館、しおさい会館、しらぎく会館）の管
理委託料及び維持管理等にかかる経費。



２．みなとテラス学

　　港

（款）１０．教育費　　　 （項）５．保健体育費　 （目）1.保健体育総務費　　　　

１．生涯スポーツ
　　振興費

２．地区体育・
　　スポーツ
　　振興事業補助金

３．境港市
　　スポーツ協会
　　育成補助金

４．県民スポーツ・
　　レクリエーション
　　祭参加補助金

５．高校駅伝競走

　　大会支援事業

６．Sun-inビーチ

　　バレー大会

　　開催補助金

　全国ビーチバレー協会公認のビーチバレー大会の開催事業費に対する補
助。

　　　　　　実施団体：境港ビーチバレー実行委員会
　　　　　　期　日：令和5年7月30日（日）
　　　　　　会　場：新屋町海岸
　　　　　　参加者：男子26チーム、女子20チーム、混成20チーム、
　　　　　　　　　　小学生7チーム（参加者数　232人）

　県民スポーツ・レクリエーション祭に参加する小学生を対象に、交通費
の補助を行う。

　鳥取県高校駅伝競走大会（R5.10.29）の運営について支援を行う。

事    業    名 説                                                      明

　生涯スポーツを普及する指導者としての役割を担うスポーツ推進委員を
各地区で委嘱する。

　各地区が実施するスポーツ活動（市民運動会・各種大会等）を支援する
ことにより、市民のスポーツへの参加を促進する。

　交流センターの基本理念である「市民が集い、安心できる、交流と防災
の拠点づくり～みんなが集まる広場のような複合施設～」を実現するた
め、市民の利活用を促す事業を実施する。
　・みなとフィールドスタディキャンプ
　　期　　日：令和５年８月４日～5日
　　参加者　：28人（中学生３人高校生13人大学生12人）
　　参加企業：境港市内の事業所・団体
　　　　　　　済生会総合病院,（株）メタテック,千代むすび酒造
　　　　　　　ユミナ２４（フィットネス）,海産物のきむらや,角屋食品
　　　　　　　アート建工,はまゆう,鳥取ｅスポーツ協会
　　　　　　　玄孫プロジェクト,NPO元気みなと
　　　　　　　境港市生涯学習課,みなとテラス
　　内　　容：講義　大野公寛先生（島根大学）
　　　　　　　フィールドワーク、プレゼンテーションなど

　・「カタリ場」研修会
　　期　日：令和５年11月15日～16日
　　参加者：公民館長、主事、学校教諭、社会教育委員、地域コーディネーター

　　内　容：「カタリ場」とは何か～益田版カタリ場の概要について
　　　　　　　カタリ場ワークショップ
　　講　師：　檜垣　賢一さん（豊かな暮らしラボラトリー）

　境港市スポーツ協会に加盟する団体が実施する境港市民総合体育大会や
スポーツ教室の開催を支援する。



７．弓ヶ浜シーサイド

　　マラソン

　　開催補助金

（款）１０．教育費　　　 （項）５．保健体育費　 （目）２.体育施設管理費　　　　

１．体育施設管理費

２．市民体育館改修

３．第２市民体育館

４．市民テニス場

　　トイレ新築事業

５．竜ケ山球場改修
　　事業

事    業    名 説                                                      明

　市民テニス場のトイレを新築する。

　基本設計：令和5年6月2日～令和5年7月28日
　実施設計：令和5年10月6日～令和6年2月9日
　※工事は令和6年度に実施予定。

　　改修事業

　第２市民体育館のトイレ洋式化をはじめ、外壁など老朽箇所の改修を行
う。

　　基本設計：令和5年6月2日～令和5年7月28日
　　実施設計：令和5年10月6日～令和6年2月9日
　　※工事は令和6年度に実施予定。

　
体育施設の管理、運営に係る経費。

　　事業

　竜ケ山球場のバックネットフェンスをはじめ、老朽箇所の改修を行う。

　実施設計：令和5年6月12日～令和5年9月15日
　改修工事：令和5年11月21日～令和6年3月28日　※工期延長予定

　市民体育館のアリーナ天窓の改修をはじめ、老朽箇所の改修を行う。
　
　基本設計：令和5年6月2日～令和5年7月28日
　実施設計：令和5年10月6日～令和6年2月9日
　※工事は令和6年度に実施予定。

　弓ヶ浜サイクリングロードを走る「弓ヶ浜シーサイドマラソン」の開催
事業費に対する補助。
　
　　実施団体：弓ヶ浜シーサイドマラソン実行委員会
　　期　日：令和5年10月29日（日）
　　会　場：皆生プレイパーク～夢みなとタワー（往復）
　　参加者：フルマラソン（300人）、ハーフマラソン（210人）


